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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 112,142 8.7 △4,711 － △5,359 － △6,195 －

2022年３月期第２四半期 103,154 16.4 5,735 258.2 5,725 304.5 2,443 －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 10,062百万円（162.2％） 2022年３月期第２四半期 3,837百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △105.99 －

2022年３月期第２四半期 40.42 －

2023年３月期第２四半期 4,477百万円（△67.5％） 2022年３月期第２四半期 13,785百万円（ 54.7％）

2023年３月期第２四半期 △2,878百万円（　－％） 2022年３月期第２四半期 4,868百万円（131.7％）

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 375,925 207,641 54.6 3,602.71

2022年３月期 362,827 208,604 56.6 3,395.27

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 205,311百万円 2022年３月期 205,314百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 34.00 － 34.00 68.00

2023年３月期 － 34.00

2023年３月期（予想） － 34.00 68.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（参考）EBITDA（営業利益＋減価償却費＋のれん償却額）

のれん償却前四半期純利益（親会社株主に帰属する四半期純利益＋のれん償却額）

（２）連結財政状態

（注）2023年３月期第２四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年３月期に係る各数値につ

いては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 250,000 10.3 △7,000 － △7,500 － △8,500 － △145.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

（参考）EBITDA 2023年３月期 11,400百万円

のれん償却前当期純利益 2023年３月期 △2,000百万円

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 63,638,210株 2022年３月期 63,638,210株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 6,291,973株 2022年３月期 2,866,078株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 58,458,234株 2022年３月期２Ｑ 60,464,411株

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

連結業績予想の修正については、本日（2022年11月８日）公表いたしました「2023年３月期第２四半期累計期間の

連結業績予想と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）及び（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」をご覧くだ

さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式には、上記のほか、「役員報酬ＢＩＰ信託口」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が所有する当

社株式があります（2023年３月期第２四半期 358,285株、2022年３月期 301,284株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が徐々に緩和された

ことにより経済活動の正常化が進み、景気は回復基調となりました。一方で、半導体不足や部材価格の高騰等によ

るサプライチェーンの混乱、ロシア、ウクライナ紛争の長期化及び世界的なインフレ進行等の下振れ懸念により、

先行きは不透明な状況が続きました。

わが国経済におきましては、緩やかな持直しの動きが見られたものの、原材料価格の高騰に加え、欧米の政策金

利引上げにより急激に円安が進行するなど、景気の先行きに不透明感が強まりました。

こうした状況のなか、海外市場におきましては金融市場及び流通市場ともに、人手不足対応に加え、コンタクト

レス・セルフ化ニーズが継続しており、製品・サービスの需要は堅調でありましたが、半導体等の部品調達難に伴

う生産影響により主要製品の販売が延伸いたしました。一方で、セルフサービスキオスク関連事業を展開する

Acrelec Group S.A.S.及びその子会社と、2021年12月に買収したRevolution Retail Systems, LLCの売上は堅調に

推移いたしました。

国内市場につきましても、金融市場及び流通・交通市場ともに半導体等の部品調達難に伴う生産影響による主要

製品の販売延伸や、新500円硬貨発行に伴う改造作業の一巡により売上は減少いたしました。一方、製品・サービ

スの需要につきましては堅調であり、特に流通・交通市場においては、人手不足対応やコンタクトレス・セルフ化

ニーズを捉えたセルフ型レジつり銭機の需要は底堅く、売上は前年同期並みの高水準を維持いたしました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、112,142百万円（前年同期比 8.7％増）となりました。

このうち、製品及び商品売上高は、63,332百万円（前年同期比 1.1％減）、保守売上高は、48,809百万円（前年同

期比 24.8％増）でありました。利益につきましては、入手困難部品を代替部品に置き換える設計変更やサプライ

チェーンの見直しに加え、価格改定に向けた取組みを実施しておりますが、販売延伸や部材価格高騰によるコスト

上昇分を吸収できず、営業損益は、4,711百万円の損失（前年同期は 5,735百万円の利益）、経常損益は、5,359百

万円の損失（前年同期は 5,725百万円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純損益は、6,195百万円の損失（前

年同期は 2,443百万円の利益）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（金融市場）

主要製品である「オープン出納システム」及び窓口用「紙幣硬貨入出金機」の売上は、生産影響により販売が

延伸したため低調でありました。また、新500円硬貨発行に伴う改造作業の一巡により保守売上も減少いたしま

した。

この結果、当セグメントの売上高は、15,362百万円（前年同期比 13.9％減）、営業損益は、売上の減少及び

部材価格高騰等の影響により、1,215百万円の損失（前年同期は 3,196百万円の利益）となりました。

（流通・交通市場）

主要製品である「レジつり銭機」の売上は、生産影響があったものの前年同期並みの高水準を維持することが

できましたが、警備輸送会社向け「売上金入金機」及び「診療費支払機」につきましては生産影響に伴う販売延

伸により低調でありました。加えて、新500円硬貨発行に伴う改造作業が一巡したことにより保守売上も減少い

たしました。

この結果、当セグメントの売上高は、20,764百万円（前年同期比 11.9％減）、営業損益は、売上の減少及び

部材価格高騰等の影響により、584百万円の損失（前年同期は 2,010百万円の利益）となりました。

（遊技市場）

主要製品である「カードシステム」及びホール向け「賞品保管機」等の販売は、低調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、5,228百万円（前年同期比 9.1％減）、営業利益は、プロダクトミック

スの改善等により、108百万円（前年同期は 106百万円の損失）となりました。

（海外市場）

米州では、主要製品である金融市場向け「紙幣入出金機＜RBGシリーズ＞」及び流通市場向け「紙幣硬貨入出

金機＜CIシリーズ＞」の売上は、生産影響による販売延伸があったものの順調に推移いたしました。また、欧州

では、主要製品である金融市場向け「紙幣入出金機＜RBGシリーズ＞」及び流通市場向け「紙幣硬貨入出金機＜

CIシリーズ＞」の売上は、堅調でありました。アジアでも、「紙幣入金整理機＜UWシリーズ＞」の売上は堅調で

ありました。

また、Acrelec Group S.A.S.及びその子会社の売上高は9,843百万円（前年同期比16.2％増）であり、2022年
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３月期の第３四半期連結会計期間より連結の範囲に加えた米国のRevolution Retail Systems, LLCの売上高は

8,576百万円でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、69,511百万円（前年同期比 26.7％増）、営業損益は、生産影響による

販売延伸に加え、部材価格の高騰や物流コストの上昇により、2,431百万円の損失（前年同期は 1,354百万円の

利益）となりました。

その他の事業セグメントにつきましては、売上高は、1,274百万円（前年同期比 11.9％増）、営業損益は、589

百万円の損失（前年同期は 720百万円の損失）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、半導体等の部品調達難に伴う生産影響は、下半期から徐々に緩和すると予想して

おりましたが、部品の安定的な調達確保には、なお時間を要する見通しであり、主要製品の一部で生産の回復に遅

れが生じる見込みです。売上高につきましては、円安効果等により増収を予想しておりますが、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、生産影響や部材価格高騰により損失を計上する見通しで

す。

コンタクトレス・セルフ化ニーズは今後も継続すると予想され、国内外における金融市場及び流通市場向けセル

フ型製品・サービスの需要は堅調に推移すると見込んでおります。半導体等の部品調達難や部材価格の高騰は、当

事業年度中は続くと予想しておりますが、代替部品への設計変更やサプライチェーンの見直しにより生産影響を最

小限に抑えるとともに、価格改定に向けた取組みをさらに進めてまいります。

なお、業績見通しの前提としております第３四半期以降の為替レートにつきましては、１米ドル140円（変更前

125円）、１ユーロ140円（変更前135円）としております。

詳細につきましては、本日（2022年11月８日）公表いたしました「2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績

予想と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,376 38,836

受取手形、売掛金及び契約資産 52,420 45,114

電子記録債権 749 831

有価証券 50 －

商品及び製品 36,657 47,755

仕掛品 15,658 18,247

原材料及び貯蔵品 17,599 28,260

その他 13,688 11,661

貸倒引当金 △1,240 △1,359

流動資産合計 187,960 189,345

固定資産

有形固定資産 40,485 41,356

無形固定資産

顧客関係資産 26,790 29,581

のれん 58,399 64,158

その他 11,717 12,032

無形固定資産合計 96,907 105,772

投資その他の資産

投資有価証券 14,871 15,389

その他 24,709 26,166

貸倒引当金 △2,106 △2,105

投資その他の資産合計 37,474 39,450

固定資産合計 174,867 186,579

資産合計 362,827 375,925

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,656 14,351

電子記録債務 6,975 8,509

短期借入金 16,743 34,901

１年内返済予定の長期借入金 2,585 1,519

未払法人税等 1,075 661

賞与引当金 7,373 5,035

役員賞与引当金 102 19

株式付与引当金 209 34

その他 50,175 45,354

流動負債合計 99,898 110,388

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 11,187 13,899

株式付与引当金 247 195

退職給付に係る負債 2,327 1,943

その他 20,562 21,857

固定負債合計 54,325 57,895

負債合計 154,223 168,283

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,892 12,892

資本剰余金 12,286 12,286

利益剰余金 166,563 158,301

自己株式 △9,191 △16,496

株主資本合計 182,550 166,983

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 666 867

為替換算調整勘定 18,050 33,187

退職給付に係る調整累計額 4,047 4,272

その他の包括利益累計額合計 22,764 38,327

非支配株主持分 3,289 2,330

純資産合計 208,604 207,641

負債純資産合計 362,827 375,925
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 103,154 112,142

売上原価 60,553 73,078

売上総利益 42,600 39,063

販売費及び一般管理費 36,865 43,775

営業利益又は営業損失（△） 5,735 △4,711

営業外収益

受取利息 101 73

受取配当金 83 113

為替差益 6 －

持分法による投資利益 15 －

その他 227 268

営業外収益合計 435 455

営業外費用

支払利息 342 480

持分法による投資損失 － 434

為替差損 － 23

その他 102 165

営業外費用合計 445 1,102

経常利益又は経常損失（△） 5,725 △5,359

特別利益

固定資産売却益 9 3

投資有価証券売却益 1 －

特別利益合計 10 3

特別損失

固定資産売却損 0 13

固定資産除却損 13 5

投資有価証券評価損 23 30

貸倒引当金繰入額 365 －

その他 － 0

特別損失合計 403 50

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
5,332 △5,405

法人税等 2,533 492

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,799 △5,898

非支配株主に帰属する四半期純利益 355 297

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,443 △6,195

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,799 △5,898

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △65 204

為替換算調整勘定 1,370 15,503

退職給付に係る調整額 △264 225

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 28

その他の包括利益合計 1,038 15,961

四半期包括利益 3,837 10,062

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,395 9,512

非支配株主に係る四半期包括利益 441 550

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2022年５月12日開催の取締役会において自己株式の取得を決議し、当第２四半期連結累計期間に次のと

おり自己株式の取得を実施いたしました。

(1)取得した株式の種類　　　当社普通株式

(2)取得した株式の総数　　　3,425,800株

(3)株式の取得価額の総額　　7,249,009,000円

(4)取得期間　　　　　　　　2022年５月13日から2022年９月30日まで

(5)取得方法　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付け（自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）での

買付けを含む。）

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、従来、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、主として定

率法（ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）ならびに2016年４月１日以降に取得した

建物附属設備及び構築物については定額法）を採用していましたが、第１四半期連結会計期間から定額法に変更し

ています。

この変更は、市場ニーズの高まりを受けてグローバルな事業展開を加速し、生産品目の海外移管を含めた生産体

制の見直しを進めた結果、当社グループの生産設備の海外比率が高まり、当社及び国内連結子会社が保有する有形

固定資産が安定的に稼働していることを契機として、適正な期間損益計算及びグループ会計方針統一の観点から有

形固定資産の減価償却の方法について再度検討したことによるものです。この結果、当社及び国内連結子会社が保

有する有形固定資産の減価も一定であると考えられるため、有形固定資産の減価償却方法として定額法を採用する

ことが、期間損益計算の観点から合理的であり、かつ当社グループの経営実態をより適切に反映すると判断しまし

た。

以上の変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四

半期純損失はそれぞれ296百万円減少しています。

- 8 -

グローリー㈱（6457）2023年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
金融市場

流通・交通

市場
遊技市場 海外市場 計

売上高

外部顧客への売上高 17,852 23,558 5,754 54,850 102,016 1,138 103,154 － 103,154

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － － － －

計 17,852 23,558 5,754 54,850 102,016 1,138 103,154 － 103,154

セグメント損益 3,196 2,010 △106 1,354 6,455 △720 5,735 － 5,735

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
金融市場

流通・交通

市場
遊技市場 海外市場 計

売上高

外部顧客への売上高 15,362 20,764 5,228 69,511 110,868 1,274 112,142 － 112,142

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － － － －

計 15,362 20,764 5,228 69,511 110,868 1,274 112,142 － 112,142

セグメント損益 △1,215 △584 108 △2,431 △4,122 △589 △4,711 － △4,711

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、上記の報告セグメントに属さない製品及び商品であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、上記の報告セグメントに属さない製品及び商品であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する情報

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、当社及び国内連結子会社において有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法を変更し

ております。この変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間のセグメント損益は「遊

技市場」で22百万円利益が増加し、「金融市場」で99百万円、「流通・交通市場」で96百万円、「海外市

場」で69百万円、「その他」で8百万円それぞれ損失が減少しております。
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